
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 東日本大震災における消防団の活動状況 
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４．東日本大震災における消防団の活動状況 
 
 
 

１ 発災時の状況(参集・活動) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 全体の６割もの消防団員が地震発生直後に参集場所に集結し、または直接現場で活動に入った。 

・ 一方、約 4 割の団員が職場での業務のため等の理由により参集できなかった。 

 

 消防団員数と被雇用者団員比率の推移 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ これまで消防団員は地域に根ざした取り組みでもあることもあって、自営業者や農林漁業者が多くを占めていたが

昭和４０年頃から被雇用者の方が増え始め、現在では団員数の７割を被雇用者が占める状況になっている。 

･ 今回、地区によっては団員の半数以上が被雇用者であるところもあり、昼間の対応は自営業や漁師の団員に依存 

せざるをえない状況もある。地域に残る団員のみでの緊急活動は体制面や運用面で課題が多い。 

体調不良

9%

回答なし

3%

職場で業務を続

けたため

41%

遠隔地に

いたため

35%

その他

12%

（消防庁 消防防災・震災対策現況調査より）

東日本大震災後に岩手県宮古市、釜石市、宮城県気仙沼市、石巻市及び福島県いわき市の５市のうち

沿岸部を担当した分団に消防庁が実施したアンケートに基づいて作成した資料です。  
調査対象数は各市町村約１００名で合計約５００名です。 

参集できなかった団員の内訳 

(1)発災直後どこへ向かいましたか？

その他

4%

回答なし

1%

参集できなかった

37%

活動現場

26%

参集場所

32%

（消防庁 消防年報より）
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(2)地震や津波に関する情報はどこから入手しましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 約８０％の消防団員が発災直後に避  

難誘導にあたった。次いで、約４０％が 

水門・陸こうの閉鎖をしたが続き、その 

他の活動ではポンプ車の退避や活動 

指示等があげられている。 

 
 
 
 
 

地震情報の入手先
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津波到達までの活動
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79％ 

39% 

複数回答のため合計は 100％を超える数字 

12% 

(3)津波到着まで何をしていましたか？ 
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２ 消防団の被害状況（岩手県、宮城県、福島県） 

(1)消防団の被害状況 
 

東日本大震災の被害状況 

 人的被害の状況 消防団拠点施設

（詰所等）の状況
消防車両等の被害状況 

 消防吏員 警察官 消防団 

 

死者 死者 死者 行方不明者 負傷者 使用不可 

使用不能 

 
消防ポンプ自動車 

小型動力ポンプ

付積載車 
その他の車両

 人 人 人 人 人 箇所 台 台 台 

合

計 
23 27 252 2 46 420 

48 201 12 

261 

 
・ 消防団員の死者数は、252 名（内公務災害認定者 198 名）である。 

このような多くの犠牲者を出した原因として 

（ア）想像を超えた津波 

（イ）津波の最前線で従事 

（ウ）情報の不足 

（エ）地域住民の防災意識の不足 

があげられる。 

 

 
(2)被災消防団員の年齢構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・犠牲になった消防団員の約６割が働き盛りの 30 歳代と 40 歳代である。 

（平成２４年３月１３日現在）

（消防団員等公務災害補償等共済基金 消防団員等の公務災害補償等の現状についてより） 
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（消防庁 東日本大震災 被害報第１４５号より） 

（平成 24 年 2 月 29 日現在）
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３ 地震発生１週間の消防団の活動 

(1)地震発生後１週間の間にどのような活動をしましたか？ 
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・地域の被害状況によって各消防団の活動内容は均一ではないが、あらゆる業務に献身的に取り組んだ。 
･避難所支援や遺体搬送など本来の消防団業務以外の活動にも従事した。 

 
 

活動の中で危険と感じた例 
・明かりが全くない中での深夜の活動 

・屋根の上で捜索の際、雪で足が滑った。 

・瓦礫等についている釘を踏みつけた。 

・活動中に津波情報が全く入らなかった。 

・津波が来ているのに避難指示に従わない人がいた。 

・津波が見えても海岸に人がいたため海岸まで行き 

避難させた。 

・電話不通のため、家族への連絡ができなかった。 

・複数の高齢者を避難させなければならなかった。 

地盤沈下により溜まった海水の

排水作業。交通整理や犯罪防止

の見回りなど。 

(2)活動の中で危険を感じましたか？

はい

53%

回答なし

3%
活動してい

ない

18%

いいえ
26%

軽装で続けられる連日の活動 大破した消防車両の傍らで活動を続ける団員たち 遺体搬送。多くが顔みしりであった。

「はい」の内訳 

・団員の半数以上が活動中危険を感じた。



 
 

33

４ 装備、資機材 

(1)活動中に有効であった資機材は何ですか？     (2)活動中に配備されていれば良かったと強く感じた資機材は

ありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 消防団員への教育 

(1)入団後、津波防災に関する教育を受講したことはありますか？ 

 

 

 

 

 

   ・団員の 3 割程度しか教育を受けていない。   ・ 津波防災に関する教育の受講回数は２回以内が

約５割であった。 

(2)教育の実施主体はどこですか？ 

 

                                               ・市町村や消防本部による教

育が 6 割を占めている。 

 

 

活動中に有効であった資機材
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活動中に配備されていれば良かったと強く感じた資機材
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ﾎﾟﾝﾌﾟ、ﾏｽｸ、ﾗｼﾞｵ、胴長、

棒、梯子、ﾘﾔｶｰ、ﾊﾞｹﾂ、

ゴミ袋、手袋、ﾛｰﾌﾟ、ﾗｲﾌ

ｼﾞｬｹｯﾄ、ｶｾｯﾄｺﾝﾛ、ﾃﾝﾄな

水、食糧、ｺﾞｰｸﾞﾙ、手袋、乾電池、車

椅子、自動車、ｶﾗｰｺｰﾝ、ﾘﾔｶｰ、ｿｰﾗｰ充

電器、ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ、仮設ﾄｲﾚ、大きな回転

灯、風呂、ﾊﾞｲｸなど 

回答なし

4%
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63%
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33%
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「はい」と答えた人

・発電機、情報伝達手段が有効であった。 ・情報伝達手段の配備が充分ではなかった。 
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６ 消防団による広域応援活動 

市町村名 活動場所 内   容 期間（日） 人員（人）

遠野市 釜石市 消火活動（林野火災） 1 31 

一関市 
気仙沼市 警戒活動（夜間警戒） 7 63 

陸前高田市 検索活動 2 117 

平泉町 陸前高田市 がれき撤去活動 1 27 

住田町 
大船渡市 検索活動 4 285 

陸前高田市 検索活動 5 390 

岩泉町 宮古市 消火活動（建物・林野火災） 5 271 

久慈市 野田村 検索活動 6 232 

普代村 野田村 検索活動 5 50 

計 36 1466 

７ 被害後の消防団員の意識  
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36%

(1)処遇についてどのように感じてますか？ 

（消防庁 消防白書より）

・ 岩手県の各市町村からは、相互応援協定に基づ

き特に被害が大きかった地域に対して、延べ 1,400

人以上の消防団員が応援出動し、消火活動や救助

救出活動等に従事した。 

 

・ このほか消防団員がボランティアとして、被災

地にて各種支援活動を行っている例もあった。 

 

・ 「十分ではない」「どちらかと言えば十分でない」と

回答した団員が約８割にも達した。 

(2)今後、消防団員を続けたいですか？ 

・ 約 3 割の団員が「辞めたい」と回答しており、

今後の団運営に不安が残る結果となっている。

・ 約 4 割の団員が消防団員を「当分続けたい」

と回答した。 


